
221

野菜の流通と消費動向

Ⅰ．はじめに
近年、健康増進、生活習慣病予防の観点より、
野菜の摂取が課題となっている。
野菜については、長く、目標とする摂取量とし
て、緑黄色野菜 100 ｇ、その他野菜 200 ｇの計
300 ｇが目標とされてきた。しかし、最近では、
食物繊維、カリウム、ビタミンＣなどの摂取を勘
案して、『健康日本２１』では、野菜総量 350 ｇ
以上の摂取が勧められるようになっている 1）。一
方、『国民健康・栄養調査』によれば、2008 年に
おける野菜摂取量は、259.8ｇ（緑黄色野菜93.4ｇ、
その他野菜 166.4 ｇ）であり、ここ数年は 250 ｇ
～ 300 ｇで推移している状況である 2）。また、『食
料需給表』によれば、2008 年度の野菜供給量は
年間 93.6kg、2009 年度は 91.7kgであり、１日あ
たり約 250 ｇとなっている 3）。
この野菜の消費についても、食生活の欧風化や

食品流通の拡大にともない，利用する食品も多様
化し，徐々に変化している。
筆者は、これまでに、加賀野菜の消費動向や、
学校給食における食材利用の動向と併せて検討し
てきたが 4）5）、一般消費者における野菜の消費動
向を検討したいと考え、「金沢市中央卸売市場」
における入荷量に着目した。
「金沢市中央卸売市場」は、1967 年に開設され、
開設当初より、青果物の入荷量に関するデータが
公表されている。
現在、石川県には、公設市場が３箇所ある。「金
沢市中央卸売市場」の他に、地方卸売市場として
「南加賀公設地方卸売市場」と「七尾公設地方卸
売市場」である。
石川県の『地方卸売市場実態調査』によれば、
青果物の県内卸売市場での取扱量のうち、「金沢
市中央卸売市場」で取扱は 75.4％を占めている。
近年、卸売市場を経由する流通も、都道府県を超
えて広範囲にまたがっているが、石川県における
卸売市場における青果物流通の 3／ 4を担ってい
ることから、品目毎の消費動向を検討する資料と
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して取り上げた。
以上、本報告では、1967 年より 2009 年までの

石川県における野菜について、特に品目毎の消費
動向について検討した。

Ⅱ．研究方法
『金沢市中央卸売市場年報』（昭和 42 年：1967
年～ 2009 年）の野菜の入荷データを品目別に分
析した。
併せて、『食糧需給表』『国民健康・栄養調査』
の成績を比較検討した。

Ⅲ．結果と考察
１．青果物の入荷量の推移
野菜の消費動向を比較検討するため、果実と併
せた青果物について、『金沢市中央卸売市場年報』
『食糧需給表』『国民健康・栄養調査』の３資料を
みた。
図１は、金沢市中央卸売市場における青果物の
入荷量の推移をみたものである。
野菜では、開設当初の 1960 年代は、５万ｔ前
後であったが、1970 年代以降は、６～７万ｔで
推移しながら現在に至っているものの、ここ数年
は、やや減少傾向がみられるところである。一方、
石川県の人口をみると、市場開設当時の 1967 年
は 98 万人であったが、1970 年代になると 100 万

人を超え、その後も微増傾向で、2009 年は 118
万人であることから、人口要因による大幅な消費
の増加はないと考えられる 7）。
果実では、1960 年代３万ｔであったものが、
その後、増加し、1970 年代は５万ｔ前後の入荷
があった。しかし、その後、減少傾向となり、現
在は３万ｔを下回る状況となっている。
青果物全体でみた場合も、近年は、減少傾向と
なっている。生鮮食料品の中で、青果類と魚介類
は、卸売市場を経由するものが多いが、それでも
近年は、市場外流通が増加しているといわれる 8）。
所謂「産直」などの市場外流通の増加が取扱量の
減少傾向の要因としても考えられるものである。
次に、野菜・果実の消費動向を比較検討する資
料として、『国民健康・栄養調査成績』を取り上
げた（図２）。
野菜の摂取量をみると、1960 年代から現在に

至るまで、250 ～ 300 ｇを推移し、大きな変化は
みられない。これに対し果実では、1960 年代ま
では１日 100 ｇ未満であったが、急激に増加し、
1975 年には 197.5 ｇとなった。ところが、その後
減少傾向となり、現在は、先述のように、110 ～
120 ｇを推移している。
さらに、青果物の消費動向を検討する資料とし
て、食料需給表を取り上げた。食糧需給表では、
年間の供給量が示されている（図３）。野菜では、

図 1　金沢市中央卸売市場における青果物入荷量の推移－年間－
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1980 年代までは、110kg台、1990 年代は 100kg台、
2000 年以降は 100kg未満と徐々に減少している。
１日当たりにすると 1980 年代までは 300 ｇを超
えていたが、近年は 250 ｇ程度であり、国民健康・
栄養調査成績と比べると、2000 年以前は食糧需
給表で示される供給量の方が高いが、近年のもの
は、ほぼ、同じ成績となっている。
同様に果実では、1970 年頃までは、35kg未満
に止まっているが、1970 年以降は 40kg前後のほ
ぼ同じ水準で現在に至っている。１日あたりに換

算すると 100 ｇ前後となる。国民健康・栄養調査
成績と比べると、1970 年代の成績とはかなり乖
離があるが、近年のものとは一致している。
以上、『市場年報』と『国民健康・栄養調査』、

『食糧需給表』を比較検討したが、先述のように、
近年は、市場外流通の増加など流通形態の変化や、
『国民健康・栄養調査』においては、調査時期の
変化によるためか、一致した消費動向は見出され
なかった。
尚、金沢市中央卸売市場における県内産入荷量

図 2　国民健康・栄養調査における青果物摂取量の推移－１日－

図 3　食糧需給表による青果物供給量の推移－年間－
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の比率を図４に示した。青果物全体をみると、市
場開設当時は 45.0％であったが、1980 年頃にな
ると 1 ／ 3 に、1990 年頃には 1 ／４に、2000 年
頃には 1／ 5と減少し、現在は 1／ 6になった。
このうち、野菜の方が県内産比率は高く、1967
年では 54.3％であったものが、2009 年では、
18.7％になっている。果実は、1967年31.5％であっ
たものが、2009 年では 9.4％と１割にも満たない
状況となっている。

今、地産地消ということへの関心は高まってい
るが、現状は、流通の広域化が進んでいることを
示している。

２．入荷量の多い野菜の推移
表１は、入荷量の多い野菜上位 10 位をほぼ５

年間隔で示したものである。
開設当初の 10 年間程は「だいこん」が１位で

あった。その後、「じゃがいも」が１位となったが、

図 4　青果物の県内産入荷量の推移

表 1　金沢市中央卸売市場における入荷量の多い野菜（上位 10位）
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2004 年からは再びだいこんが１位となっている。
1967 年２位であった「じゃがいも」は、1999
年まで、1～ 3位にあったが、2004 年以降は４位
に落ちている。
1967 年３位であった「はくさい」は、1979

年には４位となり、1989 年には５位、2004 年、
2009 年には６位と徐々に順位を下げている。
1967 年に６位の「きゅうり」も同様に徐々に

順位を下げ、現在は７位となっている。この他、
なすも順位を下げている品目である。
これらに対し、「たまねぎ」は、1967 年は５位
であったが、1984 年には４位、1994 年には３位
と徐々に順位を上げ、1999 年には１位となり、
2009 年では２位の入荷となっている。
同様に、「にんじん」も 1967 年は 10 位内に入っ
ていないが、1974 年は９位、1979 年８位、1984
年には７位と徐々に順位を上げ、2009 年では、
５位となっている。この他、「レタス」は 1989 年
より 10 位内に入るようになった。
尚、「キャベツ」や「トマト」は、多少順位は変わっ
たものの大きな変動はみられなかった。

３．入荷量の多い野菜の消費動向
2009 年において、入荷量上位３位にある「だ

いこん」「たまねぎ」「キャベツ」の入荷量の年次
推移を図５に示した。
「だいこん」は、筆者が 2000 年に実施した野菜
に関する調査において、日常よく使う野菜を「春」

「夏」「秋」「冬」と「年間をとおして」について
よく使う野菜を各５品目まで上げさせた際、全体
として最も多かった品目である。また、『家計調
査年報』においても上位にあることから、日本人
の食生活において位置づけの高い野菜といえよ
う。
金沢市中央卸売市場においては、1970 年まで

は 5 ～ 6 千ｔの入荷に止まっているが、1971 ～
1976 年にかけては、8千～ 1万ｔと急激に増加し
た。しかし、その後は減少し、1980 年代は６千
ｔ前後の低い水準で推移した。その後は少し増え、
6～ 8 千ｔで推移し、2009 年は 6,495 ｔの入荷と
なっている。
「たまねぎ」は、1990 年頃までは、おおよそ 5
千ｔ未満の入荷であった。しかし、1990 年代以
降はは増加し、6～ 8 千ｔで推移してきた。現在
はやや減少し、2009 年は 5,822 ｔとなった。
「キャベツ」は「たまねぎ」とほぼ似た入荷動
向であった。ただ、1995 年からは「たまねぎ」
を大きく下回っていたが、現在は、ほぼ同じ水準
で、2009 年は 5,327 ｔとなった。

４．入荷量が増加傾向の野菜
入荷量が増加傾向にある「にんじん」「トマト」

「ピーマン」「レタス」「かぼちゃ」の入荷動向を
みた。図６は、各品目について、1984 年の入荷
量を 100 としその比率を示した。
「にんじん」は、1967 年に 1,477 ｔの入荷であっ

図 5　入荷量の多い野菜の推移
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たが、1984 年には 3,130 ｔと２倍になった。その
後も増加を続けて、2004 年には 4,243 ｔと３倍に
なり、2009 年は 4,034 ｔとなっている。
「トマト」は、1967 年 1,888 ｔの入荷を示して
いる。その後、徐々に増加傾向を続け、2009 年
には約２倍の 3,320 ｔとなっている。
「ピーマン」は、1967 年 345 ｔの入荷であるが、
1989 年に約２倍を超えた 734 ｔとなり、「にんじ
ん」と同様に2004年には３倍近くの882ｔとなり、
2009 年は 816 ｔとなっている。
「レタス」は、1967 年の入荷量は 218 ｔであ
る。その後、急激に増加し、1989 年には 10 倍の
2,515ｔである。1999年には2,753ｔまで伸びたが、
2009 年は 1,988 ｔとなっている。

「かぼちゃ」は、1967 年は 967 ｔの入荷であっ
たが、1979 年には 639 ｔに減少した。しかし、
その後徐々に増加傾向を示し、2009 年は 1,507 ｔ
の入荷量となっている。
次に、上記品目のうち、「トマト」「ピーマン」「か
ぼちゃ」について、月別入荷量を検討した。
図７は、「トマト」の月別入荷量であるが、最
多入荷月の入荷量は５百ｔ前後で 1967 年～ 2009
年にかけて大きな変化はみられない。しかし、最
少入荷月の入荷量をみると、1967 年は 11 ｔで最
多入荷月の 2.0％となっている。この頃は、１～
３月と 10 ～ 12 月の半年間は入荷量は 50 ｔ未満、
すなわち１割以下で推移している。1984 年にな
ると最少入荷月でも 100 ｔを超えるようになって

図 6　入荷量が増加傾向の野菜

図 7　トマトの月別入荷量の推移
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いるが、１～３月と 10 ～ 12 月の半年間とそれ以
外の月の差は大きくない。1994 年になると最少
入荷月は 141 ｔとなり、2009 年のそれは 162 ｔ
で最多入荷月の 31.6％となっている。特に 10 ～
12 月の入荷量が減らない傾向を示している。
日本人の食生活で「トマト」は生食が多く、近
年は、他の食品と併せて料理することも多くなっ
たが、従来は「トマト」のみの単品の食品の料理
として利用されることが多く、食の欧風化といっ
た献立様式の増加による影響は少ないと考えられ
る。すなわち、「トマト」の入荷量の増加は、周
年栽培が進むことにより、年間を通しての消費が
容易になったことが大きな要因と言えるのではな
いだろうか。
図８は「ピーマン」の月別入荷量である。最多

入荷月の入荷量をみると、1967 年は 62 ｔ台であ
るが、1984 年 70 ｔ、1994 年になると 86ｔと徐々

に増え、2004 年、2009 年では 100 ｔを超えるよ
うになった。最少入荷月においても、1967 年は７
ｔにすぎないが、1984 年以降になると、最少入荷
月およびその周辺の月において最多入荷月の半分
以上の入荷量となっている。「ピーマン」におい
ても、他の野菜と同様、年間における月間の入荷
量の差は小さくなる傾向であるが、それ以上に、
食の欧風化による使用量の増加が、消費の増加に
繋がっていると言えよう。また、「レタス」も「ピー
マン」と同様に、所謂、洋風料理の増加が消費の
増加傾向に影響しているものと考えている。
図９は「かぼちゃ」の月別入荷量を示したもの
である。
1967 年の最多入荷月における入荷量は 389 ｔ
である。この月を中心に入荷量が 100 ｔを超える
４か月の入荷量は、年間の入荷量の 90.5％を占め
ている。この当時は収穫時期に集中的に利用され

図 8　ピーマンの月別入荷量の推移

図 9　かぼちゃの月別入荷量の推移
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ていたことが分かる。ところが 1984 年になると、
最多入荷月における入荷量は 195 ｔに減少する。
1967 年と同様にの月を中心に入荷量が 100 ｔを超
える４ヶ月の入荷量は、年間の入荷量の 55.9％に
なってしまう。すなわち、月間の消費の差が小さ
くなっていることが分かる。1994 年以降は最多
入荷月の入荷量は 200 ｔ前後であるが、入荷量が
100 ｔを下回る月が４ヶ月となり、2009 年に至っ
ては、最多入荷月の入荷量は 164 ｔとなる代わり
に、100 ｔを下回る月は年間２か月になってしま
う。すなわち、季節による消費の差はすくなくな
り、消費の平準化が限りなく進むことになった。
以上、「かぼちゃ」は栽培の周年化より、外国

産の輸入により、先の「トマト」以上に、消費の
平準化が進んだ結果、年間を通しての消費が増加
したと考えられる。
この他、「にんじん」については、近年は食品
の食味が改良されたことや、健康への関心が高ま
る中、食品の栄養的価値が理解されたこと、料理
への彩りとして手軽に使うことができることが、
消費の増加に繋がっているものと推察される。

５．入荷量が減少傾向の野菜
入荷量が減少傾向にある「きゅうり」「なす」「は

くさい」「ねぎ」「れんこん」の入荷動向をみた。
図 10 は、図６と同様に、各品目について、1984
年の入荷量を 100 としその比率を示した。
「きゅうり」は、1967 年では 3,276 ｔの入荷で
あったが、その後急激に増加し、1974 年には 4,649

ｔになった。しかし、それ以降減少傾向となり、
2009 年は 3,564 ｔとなった。
「なす」の入荷量をみると、1967 年は 2,805 ｔ
であったものが、徐々に減少し、2009 年では
2／ 3の 1,710 ｔとなった。
「はくさい」は、1967 年には 3,737 ｔ、1974 年
には 5,359 ｔの入荷量があった。その後 1990 年
代までは５千ｔ前後の入荷量で推移したが、2000
年に入り、減少傾向となり、2009 年は 3,694 ｔと
なった。
「ねぎ」は、1967 年には 1,479 ｔ、1974 年には
2,351 ｔの入荷量があった。しかし、その後、徐々
に減少傾向となり、2009年には、1,342ｔとなった。
「れんこん」は、1967 年には 912 ｔ、1974 年に
は 841 ｔの入荷量があった。1979 年には 867 ｔ
となったが、それ以降減少傾向となり、2004 年
には 1967 年の半分にまで減少した。2009 年は
1970 年代の 2／ 3の 548 ｔであった。
以上、減少傾向にある野菜を取り上げたが、

「きゅうり」を除き、和風料理の煮ものなどに用
いられる野菜であり、食生活の変化を物語ってい
ると言えよう。

６．葉菜類の消費動向
「ほうれん草」と「小松菜」の消費動向を検討
した（図 11）。
「ほうれん草」は、1967 年には 1,670 ｔの入荷
量があった。1984 年には 1,855 ｔの入荷となった
が、その後、減少の一途をたどり、2009 年には

図 10　入荷量が減少傾向の野菜
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1 ／ 3 の 686 ｔになった。
「小松菜」は、1967 年は 16 ｔ、1974 年１ｔと
極めて入荷は少なかった。この当時は「小松菜」
の兄弟種である「ふきたち」が使われており、こ
れの入荷量をみると、1967 年は 148 ｔ、1974 年
は 219 ｔとなっている。両者を併せると、1967
年は 164 ｔ、1974 年は 220 ｔとなるが、それで
も「ほうれん草」の１割に止まっている。すなわ
ち、緑黄葉菜類においては、「ほうれん草」の位
置づけが極めて大きかった。しかし、「ほうれん草」
減少傾向を示すなかで、「小松菜」は増加傾向と
なり、2009 年には、513 ｔとなり、「ほうれん草」
とほぼ同じ水準となった。
「ほうれん草」はシュウ酸の弊害に関する情報

が広まる一方、「小松菜」の栄養価に関する情報
がもたらされたことなどにより、「小松菜」の位
置づけが高まったものと推察される。また、近年
「小松菜」は、年間を通しての出回りとなってい
ることも、小松菜の消費量を増す要因となってい
るといえよう。尚、近年は、「ほうれん草」や「ふ
きたち菜」が減少する一方で、他の食品と同様に
葉菜類も多様な出回りが伺えるようになった。

６．莢類の消費動向
図 12 は、「さやえんどう」「いんげん」と加賀

野菜の１つである「つる豆」の入荷量の推移であ
る。
「さやえんどう」は、1967 年は 206 ｔ、その後

図 11　葉菜類の入荷量の推移

図 12　莢類の入荷量の推移
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1980 年代は、300 ｔ以上の入荷があった。しかし、
それ以降は減少傾向を示し、2009 年には、1／ 3
～ 1／ 2の 140 ｔの入荷となっている。
「いんげん」は、1967 年 151 ｔの入荷であった
が、1990 年代までは２百ｔ以上の入荷を維持し
ていた。特に、1980 年代に、「さやえんどう」や
「つる豆」が減少する中、「いんげん」は入荷量を
維持し、一時期、「さやえんどう」とほぼ同じ水
準となった。しかし、2000 年以降になると、減
少傾向となり、2009 年では 131 ｔの入荷となっ
ている。
「つる豆」については、1980 年代は 100 ｔ以上
の入荷があったが、減少傾向が著しく、2009 年
では僅か 32 ｔの入荷しかみられなくなった。

以上のように、「さやえんどう」や「つる豆」
の減少が著しいが、これらは「すじをとる」とい
う調理課程が必要となるため、調理簡便化傾向の
強い今日では、利用が消極的にならざるを得ない。
このようななかで「（すじなし）いんげん」の位
置づけが大きくなってきたものと思われる。
なお、「つる豆」については、すじを取らなけ
ればならないことと併せて、表面にざらざら感の
あるテクスチャーも嗜好的に受け入れられにくい
要因のひとつと考えられる。

７．いも類の消費動向
図 13 は、「じゃがいも」と「さつまいも」の入
荷量の推移を示したものである。また、図 14 に、

図 13　いも類の入荷量の推移

図 14　食料需給表によるいも類の供給量の推移
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『食糧需給表』における供給量を示した。
『金沢市中央卸売市場年報』における「じゃが
いも」の入荷量をみると、1967 年は 3,987 ｔ、
1974 年は 5,219 ｔと徐々に増加傾向を示し、1989
年には 9,335 ｔとなったが、これ以降は徐々に減
少傾向で、2009 年には 4,118 ｔとなった。
「さつまいも」は、1967 年の入荷量は 1,033 ｔ
であるが、徐々に増加し、2009 年には 1,844 ｔの
入荷となっている。
一方、『食料需給表』による動向をみると、「じゃ

がいも」は、1967 年は 12.8kgの供給量であるが、
徐々に増加し、1999 年には 16.4kgになったが、
その後、若干減少し、2009 年は 14.0kgとなった。
「さつまいも」の動向をみると、1967 年は 5.5kg
の供給量で以降、５kg前後を維持しながら今日
に至り、2009 年は 4.9kgとなっている。
以上、『金沢市中央卸売市場年報』と『食料需
給表』の動向をみたが、「さつまいも」については、
『金沢市中央卸売市場年報』で増加傾向にあった。
石川県には「五郎島金時芋」という銘柄のさつま
いもがあり、また、近年は、保存施設なども完備
し、年間の短い一時期を除いて殆ど出回るように
なったことで利用期間が広まったことも要因のひ
とつと考えている。

８．きのこ類の消費動向
図 15 は、きのこ類の入荷量を示したものであ

る。

1967 年頃は、「生しいたけ」が過半数を占め、
きのこ類の入荷の総量も多くはない。その後、消
費は伸びたが、1970 年代は、「生しいたけ」と「え
のきたけ」が多く、他のきのこの消費はそれほ
ど多くはなかった。1980 年代になると「なめこ」
が増加し、1990 年代には、「しめじ」が増加した。
近年は、「その他きのこ」が増加していることから、
出回るきのこの種類も多様化していることが伺え
る。

Ⅳ．まとめ
『金沢市中央卸売市場年報』における野菜の入
荷データより、1967 年から 2009 年における消費
動向を検討した。
①青果物の動向と併せて検討したところ、近年や
や減少傾向であるが、果実ほどの減少はみられな
かった。
②入荷量の多い野菜上位 10 位の品目の推移をみ
たところ、「だいこん」は常に１～３位を占めて
いた。また、「はくさい」「きゅうり」「なす」は
近年、順位を下げる一方で、「たまねぎ」「にんじ
ん」「レタス」は順位を上げていた。
③入荷量の多い野菜のうち「だいこん」は、1970
年代に急激に増加したが、その後は減少傾向と
なっている。「たまねぎ」「キャベツ」については、
1990 年代以降増加傾向となった。
④入荷量が増加傾向にある野菜としては、洋風料
理の食材として利用の多い「ピーマン」「レタス」

図 15　きのこ類の入荷量の推移
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や周年の出回りにより利用機会の増えた「トマ
ト」「かぼちゃ」が上げられた。また、「にんじん」
については、健康への関心が高まる中、食品の栄
養的価値が理解されたこと、料理への彩りとして
手軽に使うことができることが、消費の増加に繋
がっているものと推察される。
⑤入荷量が減少傾向の野菜としては「きゅうり」
の他、和風料理の食材として利用の多い「なす」「は
くさい」「ねぎ」「れんこん」が上げられた。
⑥葉菜類の消費動向として「ほうれん草」と「小
松菜」の消費動向を検討したところ、従来は「ほ
うれん草」の比重が大きかったが、近年は「ほう
れん草」が減少する一方で「小松菜」の消費が増
えた。
⑦莢類の消費動向をみると、すじを取らなければ
ならない「さやえんどう」や「つる豆」は減少傾
向であるが、「いんげん」は入荷量が維持されて
いた。
⑦「じゃがいも」と「さつまいも」の入荷量をみ
たところ、全国的な動向とは異なり、「さつまいも」
に増加傾向がみられた。
⑧．きのこ類の消費動向
きのこ類の動向をみると、従来は「生しいたけ」
が過半数を占めていたが、次第に他のきのこが増
え、多様化していた。

以上、野菜の品目毎の消費動向を検討したとこ
ろ、近年の食生活の欧風化傾向の他、出回りの変
化も少なからず影響を及ぼしていることが推察さ
れた。今回は触れなかったが、品目毎の調理法な
どの検討も今後の課題であると考えている。

附記
本研究は 2010 年度北陸学院大学短期大学部共同研究費

の助成によるものである。
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